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追
加
更
正
予
算
等
七
案
件
を
可
決

オ
ニ
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
は
項
の
報
告
に
つ
い
て

六
月
二
十
三
日
午
前
九
時
か
ら
新
市
建
設
関
係
補
助
申
請
に

高
萩
市
役
所
に
招
集
左
記
案
件
伴
弓
予
算
の
専
決
処
分

を
終
始
慎
重
適
切
な
審
議
の
緒
○
議
案
オ
四
○
号
高
蔽
市
職

果
全
案
を
可
決
承
認
し
午
後
十
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

二
時
四
十
分
閉
会
し
た
。
一
部
改

正
に
つ
い
て

記
市
職
員
に
対
し
通
勤
手
当
を

○
議
案
汁
一
二
八
号
農
業
委
員
支
給
す
る
た
め
の
条
例
改
正

会
の
選
任
に
よ
る
委
員
の
推
○
議
案
汁
四
一
号
高
款
市
市

薦
に
つ
い
て
税
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い

大
字
上
君
田
ご
主
と
し
て
自
転
車
荷
車
税

鈴
木
広
次
氏
廃
止
し
軽
目
動
車
税
が
県
税

○
議
案
才
三
九
号
監
査
委
員
か
ら
市
税
に
移
譲
さ
れ
た
条

選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
例
の
改
正

る
こ
と
に
つ
い
て
○
瀧
案
才
四
二
号
淡
城
県
市

本
町
町
村
消
防
団
員
公
務
災
害
補

今
川
三
九
郎
氏
値
組
合
規
約
中
一
部
変
更
に

（
再
任
）
つ
い
て

○
報
告
オ
七
号
専
決
処
分
事
町
村
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た

昭和33年度追加更生予算

才 入 汁
二
回
市
議
會
定
例
會

科 目 ｜
市 税
公企業及
財痙收入
国庫支出金

県支出金

寄附金

雑收入

才入合計

璽噌で鳥｜

鯛

追加更生
言｜

予算加
Ⅱ・

ｑ
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８
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１
１
日
■
８
１
Ⅱ
卜
ｒ
■
■
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日
『

‐
１
■
■
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ハ
リ
ハ
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③
白
ｎ
叩
、
咳
ハ
リ
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竺
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Ｒ
ｕ
ハ
Ⅷ
ｎ
Ｕ
、
６
１
１
ハ
リ
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竺
心
、
○
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⑲
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０
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０
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０
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６
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５
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０
０
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５
月
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０
５
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７
６
１

５
４
４

弓
Ｉ
具
旬
当

（

ソ

ヨ

の

里

出才

阜力蟹巖目 ｜駕噌
の
額

云
」

計科
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０
０
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０
０
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０
１
０
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０
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０
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０
０
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■
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①
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Ｆ
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０
５
８
３
６

０
１
３
侭
Ｕ
２
３
３
５
４
７
５

２
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０
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５

■
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。
氏
リ
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０
０
０
０
０
０
０
２
０
２

９
４
０
２
９
８
胤
９
８
２
０

７
月
２
０
３
７
１
５
脚

４
１

■
■
■
凸
ｐ
勺
■

６
４
８
８
６
Ｒ

９
７
３
６
８

７
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Ｄ
ｏ
Ｊ
９
ｎ
９
４
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９
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３

２
８
７
２
内
２
８
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１
２
０

■
■
■
■
●
巳
。
巳
■
■
■

６
４
９
２
１
２
１
１
１
８
８

５
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５
６
１
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０
０
０
０

９
４
０
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７
５
２
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■
ｇ
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４
０
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７
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０
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４
０
４

７
０
４

76.()7

９
７
５

■
凸
■

４
８
１

１
５

消防賢
士木費
教育費
社会及労仇
施設費
保健衞生費
産業経済賀

町
村
を
削
除
す
る
規
約
の
変

更
議
決

○
議
案
才
四
三
号
市
有
林
立

私
挑
下
処
分
に
つ
い
て

大
能
字
白
子
の
市
有
林
立
木

見
積
一
、
二
五
○
石
を
公
売

に
付
す
る
事
件
議
決

○
議
案
才
四
四
号
昭
和
三
十

三
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

加
更
正
予
算
に
つ
い
て

（
別
表
の
と
お
り
）

○
各
種
陳
情
書
に
つ
い
て

一
、
・
新
庁
舍
内
売
店
經
営
許

可
陳
情
書

陳
情
者
才
三
回
市
連
合
会

未
亡
人
会

代
表
者
大
和
田
菊

杉
本
貞
子

柴
田
萩
子

（
總
務
委
員
会
付
託
）

二
、
干
害
対
策
特
別
予
算
計

上
方
陳
情
書

陳
情
者
日
本
社
会
党
高
萩

支
部
長

61.月67.350

2.2沼.94(）

Ｉ
ｆ
１
１

斤
』
Ｑ
》
１
ａ

一３

↑

ひ

○

⑧
■

８
２
５

１
６
４

５
４
Ｊ

８
Ｊ
１

財産費

選挙費

諸支出金

才出合計

０
０

２
２

３
２

■
■

３
１

９
８

１
４

■
や

８
２２２

商
業
の
実
態
調
査

一
日
一

一
勺
’
一

一
月
一
通
商
産
業
省
で
様
の
御
報
告
に
な
っ
た
事
項
を

－
７
Ｊ
一
幸
配
癖
癖
蔀
喝
他
に
も
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う

万
全
の
処
置
が
な
さ
れ
て
お
り

全
国
の
卸
売
、
小
売
業
等
を
営
ま
す
。

ん
で
い
る
商
店
に
つ
い
て
、
も
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
を
理
解
せ

れ
な
く
商
業
統
計
調
秀
を
実
施
ら
れ
て
、
今
回
の
商
業
統
計

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
禿
が
所
期
の
目
的
を
達
成
で

こ
の
調
査
は
統
計
法
に
披
く
、
き
る
よ
う
商
店
の
皆
様
が
進
ん

「
指
定
統
計
調
査
一
と
し
て
す
で
調
在
票
を
提
出
さ
れ
る
こ
と

で
に
昭
和
二
十
七
年
に
才
一
回
を
切
に
お
願
い
す
る
次
オ
で
あ

の
調
査
が
行
わ
れ
、
今
回
は
オ
り
ま
す
。

四
回
目
の
調
査
で
あ
り
ま
す
、
な
お
、
調
査
の
た
め
に
直
接
皆

商
業
統
計
調
査
の
目
的
は
、
商
様
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
す
る
者

業
全
般
の
実
態
を
把
握
し
て
、
は
「
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し

適
切
な
商
業
政
策
を
立
て
る
上
た
商
業
統
計
調
査
員
」
で
あ
り

の
基
礎
贄
料
と
す
る
も
の
で
あ
主
す
か
ら
そ
の
時
は
商
業
統
計

り
ま
す
。
調
査
員
に
御
協
力
さ
れ
る
よ
う

し
た
が
っ
て
こ
の
調
査
が
完
全
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
も
の
に
な
る
た
め
に
は
商
店
、
雪
．
書
・
〆
＄
、
〃
‐
、
．
γ
・
雷
く
．
優
‐
。
“
，
、
”
，
陰
・
・
・
認
〃
Ｋ
・
縁
‐
電
々
，
」
・
〃
§

の
皆
様
か
ら
真
実
を
報
告
し
て
○
行
楽
に
は
必
ず
屑
い
れ
の
袋

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

て
て
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の
○
町
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し

で
あ
り
ま
す
。
ま
し
ょ
５
０

こ
の
た
め
、
皆
様
か
ら
御
提
出
○
ゆ
ず
り
あ
っ
て
、
人
に
は
親

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

畷
毒
味
調
濡
繧
》
甑
蠅
岬
牽
や
○
も
う
一
度
身
の
ま
わ
り
を
見

直
し
て
恥
か
し
ぐ
な
い
よ
う

調
査
票
を
統
計
以
外
の
Ｈ
的
、
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
徴
税
そ
の
他
皆
様
の
○
新
生
活
運
動
は
、
定
時
集
会

御
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
使
途
に
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

用
い
る
こ
と
は
堅
く
禁
じ
ら
れ
○
約
束
の
時
刻
は
責
任
を
も
つ

こ
の
調
査
に
従
事
す
る
通
商
産
て
守
り
ま
し
ょ
う
。

業
省
、
都
道
府
県
、
市
の
職
員
高
萩
市
公
民
館

お
よ
び
商
業
統
計
調
査
員
が
皆
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

桜
井
利
右
工
門

（
経
倍
黍
員
会
付
託
）

三
、
失
対
労
務
者
に
対
す
る

夏
季
手
当
等
に
関
す
る
陳

情
書

陳
情
者
全
日
本
自
由
労
仇

組
合
茨
城
県
支
部
高
萩
分

会
代
表

’
大
高
勝
男

（
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
）

四
、
母
子
家
庭
の
住
宅
問
題

に
関
す
る
陳
精
書

陳
情
者
高
萩
市
連
合
未
亡

人
会
々
長

大
和
田
菊

（
建
設
委
員
会
付
託
）

’
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夏
休
み
！
と
き
く
と
ワ
ッ
ー
と

は
し
ゃ
ぐ
こ
ど
も
た
ち
。
海
を

山
を
、
旅
行
を
、
そ
し
て
、
町

の
子
は
い
な
か
の
小
川
を
、
村

の
子
は
都
会
の
に
ぎ
や
か
さ
を

思
い
出
し
て
。

楽
し
い
夏
休
み
を
、
さ
ら
に
楽

し
く
す
ご
さ
せ
る
よ
う
に
四
十

日
の
生
活
設
計
は
し
っ
か
り
と

立
て
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
今

ま
で
の
夏
休
詮
の
生
活
を
反
省

し
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
の
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。

お
休
み
だ
か
ら
と
い
う
考
え
か

ら
、
全
く
放
任
し
て
し
ま
う
型

才
一
学
期
の
四
月
か
ら
学
校
で

苦
心
し
た
生
活
の
し
つ
け
も
く

ず
れ
る
。
勉
強
の
習
慣
も
か
げ

を
ひ
そ
め
て
野
生
の
姿
に
か
え

っ
て
、
九
月
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
不
良
化
な
ど
の
問
題
も
起

っ
て
く
る
Ｏ
水
泳
の
事
故
も
放

任
が
原
因
の
場
合
も
多
い
。

一
方
オ
ニ
の
型
は
、
宿
題
な
ど

非
『
多
く
背
負
わ
せ
て
い
じ
め
つ

蝿蕊｡雛織”

｜

楽
し
い
夏
休
み
の
計
画
一
Ⅸ

灸爵
苅 〆

〆
〕
ｆ
０
４
銘
〃
的
等
４
９
亀
且

守ろう§諺》
け
る
型
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は

特
に
最
後
の
一
週
間
と
も
な
れ

ば
、
あ
せ
り
が
見
え
て
く
る
。

つ
い
に
父
母
が
手
出
し
て
や
っ

と
仕
上
げ
、
九
月
に
入
っ
て
が

つ
く
り
す
る
子
も
で
て
く
る
。

○
夏
休
み
は
何
の
た
め
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
・

署
く
る
し
い
学
校
で
学
習
す
る

よ
り
も
家
庭
に
あ
っ
て
身
体
を

つ
く
り
、
個
々
の
子
に
適
し
た

学
習
を
続
け
た
万
が
よ
い
季
節

で
す
。
ま
た
体
ふ
の
期
間
で
な

け
れ
ば
味
わ
え
な
い
家
庭
生
活

や
社
会
生
活
に
十
分
浸
り
、
広

く
大
人
の
職
業
生
活
に
ふ
れ
て

豊
か
な
経
験
や
感
情
を
育
て
る

こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
学
校
へ
出
な
い
か
ら

と
い
っ
て
教
育
に
空
白
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
休
み
だ
か
ら

こ
そ
、
な
お
い
っ
そ
う
指
導
の

こ
ま
か
な
心
づ
か
い
が
必
要
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
ず
こ
う
し
た
夏
休
み
の
意
義

を
卸
解
し
て
か
Ｌ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
う
で
な
い
と
夏
休
み
は

学
校
側
で
は
息
抜
き
の
時
期
父

母
や
家
庭
に
と
っ
て
は
、
う
る

さ
く
て
、
間
食
や
お
こ
づ
か
い

の
要
求
も
多
く
、
物
心
と
も
に

負
搭
の
重
い
時
期
に
な
り
「
早

く
学
校
が
は
じ
ま
る
と
い
い

な
」
と
い
っ
た
声
も
で
て
き
ま

こ
の
よ
う
な
反
省
点
を
考
え
て

計
画
を
た
て
た
い
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

補
導
委
員
会
で
も
、
い
ろ
い
ろ

と
計
川
を
立
て
、
子
ど
も
と
い

っ
し
ょ
に
相
談
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
次
に
主
な
点
を

一

~－畠、

あ
げ
て
み
よ
う
。

○
健
康
で
安
全
な
く
ら
し
を

丈
夫
な
体
で
、
け
が
も
せ
ず
に

四
十
日
間
を
す
ご
さ
せ
た
い
。

水
泳
、
旅
行
を
は
じ
め
予
め
病

気
や
事
故
を
予
想
し
て
事
前
に

抜
け
の
な
い
心
く
ば
り
が
家
庭

学
校
と
も
に
き
わ
め
て
た
い
せ

つ
で
す
。
積
極
的
に
体
を
き
た

え
る
と
と
も
に
、
ト
ラ
ホ
ー
ム

や
む
し
歯
な
ど
は
こ
の
期
間
中

に
ぜ
ひ
な
お
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

○
き
ま
り
の
よ
い
生
活
を

ふ
し
だ
ら
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、

一
日
の
生
活
と
時
間
表
を
つ
く

る
こ
。
起
床
、
食
事
、
学
習
遊

び
、
手
伝
、
ラ
ジ
オ
、
就
寝
な

ど
の
大
体
を
き
め
て
お
く
。

○
む
り
の
な
い
ゆ
と
り
の
あ
る

計
画
を
た
て
る
。

子
ど
も
の
力
や
家
庭
の
事
情
な

ど
十
分
考
え
、
よ
く
相
談
に
の

っ
て
も
っ
と
具
体
的
な
計
画
を

立
て
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

○
算
数
、
国
語
な
ど
復
習
や
予

習
〔
毎
日
）

○
長
い
休
み
で
な
い
と
で
き
な

い
仕
事
、
た
と
え
ば
ク
ラ
ブ

で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
研
究

に
じ
っ
く
り
と
と
り
く
む
こ

と
、
見
学
や
旅
行
や
調
査
な

ど
。

○
家
庭
に
混
っ
て
の
家
事
の
手

伝
い
・
分
据
し
た
仕
事
に
責

征
を
も
っ
て
あ
た
ら
せ
ろ
。

○
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
の
仕
事

子
ど
も
公
な
ど
に
参
加
し
て

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
の
計
画

魚
つ
り
、
運
動
登
山
な
ど
ゆ

っ
く
り
と
混
り
き
る
生
活
Ｕ

計
剛
し
た
も
の
は
順
序
よ
く
仕

上
げ
て
必
ず
ま
と
め
て
作
品
と

す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

量
よ
り
も
質
で
す
、
画
一
よ
り

…..'~‘~~~′'一…~錘"一===.,~~~."~…｣~雪'~‘~~=一一…一1 つ花い今表高
｝て頁ろ年面萩

ご存知てすか？ ’ ､､プ°の穏海： る ’ 海か岸

最近の統計から茨城県及び本市のすがたの一部を紹介 ｜謡職朧
いたしましょう｡ l電只 に底今
（一） 農家経営耕地面積と收入(30年) I鉄今 は洗の ｜

”鱗, ,,…剛…拳鬮‘蝦” ｜韓雑費1.〃|地面債一戸平均

｜巽錐7
2，鰹家收入一戸平均

高萩市173.834円 、 ‐

茨城県475．76月円 ｜運中 災て潮ル
全国〃(),7.4271 'J I行旬禍危の七

｜瓢附繊月（二）勤労者世帯平均一ケ月の收入（30年）

商炊市23･ ()4()円 ､画HH ぐ状が中
’ し設 よ態一旬茨城県34．8”円
’てす うに定開全国41．9祁円 Iいる 嬰あし 三Iu

（三）市県民の所得（3()年）一人当り ｛る予望るて 頁又
I ・定 さの居 ’高蔽市57.747円
｜ に れでら茨城県53‘393円
I な て 、ず

全国68.948円

（四）貯蓄（32年10月末）一人当貯蓄高 ､ §_,‘ ‘．､へ‘."‘､へ.. ‘ ,-,. ､～‘ ‘‘ ‘へ

高萩市16.2721｣」 ｜〉
茨城県48.643円 ！ ： 、衣改善1《
全国80.978円 、 ざ

国や県や市が豊かになることはとりもなおさず私 I（ 七月から九月中旬唾
たちの生活が豊かになることです。したがって私膿
たちの計書的合即的生活による消費の節約貯蓄の Iノ クタイ上服なしの輻
増強こそば市や県や国の産業をおこし輸出を促進肘 とでしよう。
する経浩の繁栄の道です。 、 ：

I< お互に気がねせず、○うまずたゆまずたゆま･j皇貯蓄

○明るいくらしは貯蓄から I)､..' . '~､. .‘,.‘へ‘‘.,_声‘ .～, ‘. . ‘-,-

へﾛ ､･ if一j, ､､p-1 g4 I O～

、衣改善

へ, ､‘ﾛ‘－， ,､mb…, ', . ‘～

も
価
に
即
す
べ
き
で
す
。

○
自
主
性
を
育
て
る
心
づ
か
い

学
校
も
家
庭
も
、
社
会
人
、
補

導
委
員
は
も
ち
ろ
ん
地
域
社
会

の
人
も
、
す
べ
て
が
あ
た
た
か

く
見
守
り
、
相
談
に
の
っ
て
学

年
に
応
じ
て
自
分
で
計
画
し
、

努
力
し
、
成
功
の
自
信
を
得
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

高
学
年
に
な
る
に
従
い
、
自
分

の
力
や
性
格
を
考
え
て
個
別
的

な
計
画
が
望
ま
し
い
。
九
月
に

丈
夫
な
体
で
元
気
に
、
自
主
的

に
仇
く
こ
と
が
苦
に
な
ら
ず
、

海
水
浴
は
充
分
注
意
し
て

し
か
も
礼
儀
正
し
い
品
の
よ
い

子
に
一
歩
成
長
し
て
、
そ
の
子

な
り
に
自
信
を
も
っ
て
オ
ニ
学

期
の
生
活
に
入
れ
る
よ
う
な
夏

休
み
に
し
た
い
。

そ
れ
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
学

校
を
中
心
に
家
庭
地
域
全
体
が

子
ど
も
た
ち
を
蕃
導
す
る
体
制

が
何
よ
り
も
ま
ず
大
切
で
す
。

補
導
委
員
の
方
々
も
本
腰
を
入

れ
て
計
画
の
立
案
や
指
導
に
当

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
教
育
委
員
会
）

､w‘ロハ01､DJ一44，，，－1 0'95へ50 ‘ 0.ハj ､｡.､…, 0.､､、9ｰ01』 '､～凸 Ⅱ ‘』 1へ6､uｵ』一qDLb 』一 ■
Ｐ
Ｐ
凸
中
国
、
ロ
ノ
”
ら
ゅ
。
。
ｆ
、
口
ら
：
弔
い
〃
■
、
ざ
。
口
亀
■
〃
５
Ｆ
＆
Ｊ
、
、
″
口
早
頓
Ｐ
』
日
、
ロ

、

は上服なしのノーネクタイで、

七月から九月中旬頃までの暑い最中の各種第会や､’執務にはノーネ

クタイ上服なしの軽快な服装にしたらどんなに仇きよく住みよいこ

とでしょうo

お互に気がねせず、皆んな実行いたしましょう。

､｡0｡,へ､､､! ｡一CO‘,0－1', ,､～､‘'｡､ハ, L･'.ー』｡,。､、『′へ, ､､1 ,-,‘ , ､､－，b,, 1へ､, ' 』『へ
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連
日
の
晴
天
続
き
で
市
内
の
各

溜
池
は
干
上
が
り
の
状
態
と
な

り
各
河
川
も
極
度
に
減
水
し
て

六
月
末
現
在
で
田
械
不
能
地
や

折
澗
田
柿
し
て
も
初
水
も
入
ら

ず
枯
死
寸
前
の
た
ん
ぽ
が
日
ご

と
に
増
加
す
る
と
い
う
異
常
渇

水
の
た
め
臨
時
渇
水
対
策
本
部

を
六
月
十
日
設
け
て
各
河
川
の

残
水
の
ポ
ソ
プ
揚
水
や
浅
井
戸

柵
蕊
或
は
高
萩
バ
ル
ブ
よ
り
の

水
キ
キ
ン
益
々
深
刻

夏
を
住

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
温

度
も
湿
度
咄
高
く
な
る
と
、
体

の
調
子
も
く
ず
れ
、
気
分
も
だ

ら
け
て
、
病
気
や
事
故
を
起
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
と
く
ふ
う

琶

､目

-71で

Ⅱ
Ⅱ
環
境
の
衞
生
川
Ⅱ

高
萩
向
洋
向
洋
両
炭
砿
の
透

鰯
》

み
よ
く
健
康
で

で
、
こ
の
夏
を
し
の
ぎ
や
す
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
雨
が
降
ら
な
い
と
き
は
、
窓

や
戸
は
州
け
放
し
風
ど
う
し

を
よ
く
し
、
押
入
れ
な
ど
も

風
を
入
れ
て
乾
燥
に
つ
と
め

炭
汚
水
ま
で
ボ
ン
・
フ
揚
水
す
る

等
市
、
農
民
一
体
と
な
っ
て
被

害
を
最
少
減
に
と
ど
め
よ
う
と

努
め
て
い
る
。

… :讓舜

ま
す
。

○
縁
が
わ
や
、
窓
先
に
は
、
陽

よ
け
の
棚
を
つ
く
り
ま
す
。

へ
ち
ま
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
を

は
わ
せ
る
と
、
一
挙
両
得
で

す
。

○
屋
外
は
よ
く
轄
眼
し
、
特
に

農
家
で
は
、
わ
ら
や
積
肥
が

散
乱
し
な
い
よ
う
に
片
隅
に

雛
卯
し
ハ
エ
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

○
と
い
や
屋
根
は
雨
堀
が
な
い

よ
う
に
修
理
し
、
庭
や
炊
事

場
付
近
は
、
水
た
ま
り
が
で

き
な
い
よ
う
に
、
水
路
を
掃

除
し
て
、
流
れ
を
よ
く
し
た

り
、
低
い
と
こ
ろ
は
、
士
を

う
め
て
平
に
し
ま
す
。鮮

需 露 、
蹴『 I :;識
Z. 』 菖

;繩 i 』 蕊 や

瀞劉職
:識 1 露 .

黙典:,: 認
.､踊護 識
職難識

鍵

豊鰡黙騨玉難繊蟄撫ゾ,で畔
眞 （下左)箱馳によりかんがい水路へ放流
説 （上右）柿付けはしたが枯死寸前のたんぽ

明 （中右)浅井戸ポソプで揚水
一 （下右）危'晩に瀕した宮後湘池の最後の水門を|冊|けるところ

…一~戸ご～~壷-笏ご戸写へJ~角甲魚一一一勺〆唖弄一－戸っ菅ご~－F写■ご戸ご～～～～酉蜀〆、角ロー～壷へ日もﾊ

ｰｰｰ二水陸稻作付面積調査＝二二二

ことし生産される産米の経営規模別洲査をことしも行います。
この調査は生産世桁の経営規模を正確に把握して集荷予定数景の確保と一部保有
農家の配給の円婿をはかることが主な目的で調査のll"l及方法は下記の通りであ
りますので皆さんの御協力を願います。

記

（一）調査対象
此調査は水陸稲の作付面h'iが二畝以上の世帯及特殊生産世輔について行う

（二)調査期日
昭和三十三年七月一日現在にて調査する。

（三）調査方法

1．市から生産組合長さんへ申告票を一括お送りしてff生産1HHf (農家）へ配
布と販裡めをお願いする。
2.生産組合長さんは調査対象農家を把握して漏れのないよう申告票を一枚づ
つ配布する。

3．各生産11t"(農家）はなるぺく早く記入し生産細介長さんに届けるか或は
生産組合長さんが回收する。

4.回收がすんだら申告堀れがないかを調べて市農林課へ届ける。

一

；
○
蚊
や
ハ
エ
は
、
六
、
七
月
が

最
も
多
く
発
生
し
夏
の
伝
染

病
（
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
日

本
脳
炎
）
を
運
ん
で
き
ま
す

市税納期一一覧表

都固市部間市市都固市軽部間税
市定市定 市定自市定
計資民計賢民民荷l-寶民動計管
画産Fli産 画産加川産
税税税税税税税税税税税税税目

443322 1全1期
期期期期期期期期期別

2 1 ］21()8 7 67 4

月月月月月月月月月袖’
21212 1 2121 21212121

日日日日日日日日日 l
l l l l l l l l l
2 1 ］2 ］ ()8 7 67 4

月月月月月月月月月 ，
2831 253131313()3130期

R日日日日日日日R |

町
内
や
部
落
で
、
力
を
合
牡

蚊
、
ハ
エ
を
徹
底
的
に
退
治
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

－一一一

－TRq
Lジリ

2 1 121()8 7 66 4
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稲
の
一
生
は
大
き
く
わ
け
て
自

分
自
身
の
体
を
つ
く
る
た
め
の

営
み
（
栄
養
成
長
期
）
と
生
物

の
本
餡
と
し
て
子
孫
を
後
世
に

残
す
た
め
の
．
営
み
（
生
殖
生
長

期
）
と
に
な
り
ま
す
。
栄
養
成

長
期
か
ら
生
殖
生
長
期
に
入
る

き
ざ
し
は
外
か
ら
見
て
も
、
ま

た
内
部
の
方
か
ら
も
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
外

の
方
の
変
化
で
は
、
こ
れ
ま
で

盛
ん
に
分
け
つ
し
て
お
っ
た
も

の
が
止
っ
て
、
茎
だ
ち
を
は
じ

め
草
丈
が
ど
ん
ど
ん
の
び
は
じ

め
ま
す
。
ま
た
茎
の
し
ん
を
む

い
て
魂
ま
す
と
幼
穂
が
で
き
て

い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
し
根
の

方
の
生
長
に
も
変
化
が
あ
り
ま

す
○
こ
れ
は
一
般
に
は
出
穂
前

二
五
日
ご
ろ
に
な
り
、
い
わ
ゆ

る
「
幼
穂
形
成
期
」
で
あ
り
、

人
間
で
い
え
ば
少
年
期
か
ら
成

年
期
に
入
っ
た
時
期
に
当
り
ま

す
。

稲
の
一
生
の
危
機
は
大
体
三
つ

の
時
期
が
あ
り
ま
す
。
危
磯
と

は
稲
そ
れ
自
体
が
非
常
に
弱
く

い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
う
け
や
す

い
と
き
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
若
い
時
期
か
ら
順
に
申

し
ま
す
と
一
番
目
は
幼
穂
形
成

期
、
二
番
目
は
出
穂
前
十
二
日

ご
ろ
、
三
番
目
は
出
穂
開
花
期

と
な
り
ま
す
。

最
後
に
幼
穂
の
で
き
る
こ
ろ
の

管
理
の
重
点
を
述
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。

１
，
稲
自
体
の
力
が
十
分
つ
い

て
お
っ
て
り
っ
ぱ
な
穂
を
つ

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
た

別
珍
屍
ヴ
ｚ
ｚ
ｚ
ク
移
究
多
ｚ
ｚ
ｚ
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ク
ｚ
ｚ
愛
ジ
グ
〃

稲
の
幼
穗
の
て
き
る
こ
ろ

い
せ
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
が
あ
れ
ば
「
穂

肥
」
を
こ
の
と
き
か
ら
は
じ

め
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す

量
、
農
作
業
の
面
か
ら
は
こ
の

こ
ろ
に
根
を
き
る
よ
う
な
作

業
は
稲
自
体
に
と
っ
て
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
水
稲
に
し

て
も
陸
稲
に
し
て
も
、
お
そ

す
ぎ
る
中
耕
の
わ
る
い
理
由

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
と

性
犯
罪
が
ふ
え
て
き
ま
す
の
で

警
察
の
取
締
り
強
化
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
女
性
の
方
々
の
自
覺
が

の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
次
の
こ
と
を

ぜ
ひ
守
っ
て
性
犯
罪
を
一
掃
し

ま
し
ょ
う
。

①
性
犯
罪
の
被
害
者
は
勤
め

の
関
係
で
、
夜
分
お
そ
く
帰
る

女
性
が
多
い
。
ま
た
夏
は
お
祭

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ

〃
ね
ら
わ
れ
る
夜
の
一
人
歩
き
〃

刺
げ
き
的
な
服
装
は
さ
け
ま
し
ょ
う

夏
は
性
犯
罪
が
増
加
の
傾
向
り
や
夕
凉
み
で
つ
い
夜
ふ
か
し

に
あ
る
こ
と
は
、
な
げ
か
わ
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

い
現
象
で
す
。

夜
間
の
一
人
歩
き
を
や
め
、
家

メ
ー
ト
ル
法
實
施

拠
年
１
月
１
日
実
施

切
り
替
え
ま
し
ょ
う

馴
れ
ま
し
ょ
う

馴
れ
れ
ば
便
利
な

メ
ー
ト
ル
法

広
報
の
し
お
り

○
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
は
伝
染
病
の
季
節

で
す
。
食
事
の
前
や
外
出
か
ら

帰
っ
た
時
な
ど
必
ず
手
を
洗
っ

て
清
潔
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
は
、
石
け
ん
か
消
毒
薬

で
洗
う
の
が
一
番
効
果
か
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
な
い
時
は
流

水
で
て
い
ね
い
に
洗
う
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

○
牛
乳
に
ご
注
意

牛
乳
は
赤
ち
や
人
の
主
食
と

し
て
、
大
変
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

か
、
捨
て
る
の
が
惜
し
い
と
か

い
っ
て
、
悪
く
な
っ
た
牛
乳
を

の
ま
せ
た
た
め
、
胄
腸
を
こ
わ

が
こ
比
に
あ
り
ま
す
。

３
、
冷
害
、
干
害
等
を
う
け
や

す
い
時
期
で
あ
り
ま
す
か
ら

こ
れ
ら
の
害
を
う
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
水
稲
で

は
灌
排
水
に
注
意
（
冷
水
を

か
け
て
お
く
と
か
え
っ
て
冷

害
を
助
長
し
ま
す
し
、
平
坦

地
で
は
水
温
が
比
較
的
高
い

場
合
は
水
を
引
き
入
れ
て
保

温
を
は
か
る
な
ど
し
ま
す
）

し
た
り
陸
稲
で
の
潅
水
栽
培

で
は
重
点
的
は
淫
水
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
り

ま
す
。

し
て
死
ん
だ
赤
ち
や
ん
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
夏
の
牛
乳
に
は

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
移
転
し
た
ら
必
ず
届
出
を

住
民
登
録
法
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
七
月
で
六
周
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
選
挙
を
は
じ

め
、
入
学
や
、
主
食
の
配
給
、

生
活
保
護
、
ま
た
税
金
の
こ
と

な
ど
市
が
行
う
事
務
の
も
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
転
入
や
転
居

な
ど
住
所
が
か
わ
っ
た
と
き
は

十
四
日
以
内
に
新
し
い
住
所
の

市
町
村
役
場
へ
届
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
虚
礼
は
廃
止
し
ま
し
ょ
う

七
月
は
お
盆
な
ど
の
行
事
が

行
わ
れ
、
古
い
し
き
た
り
や
必

要
以
上
の
虚
栄
心
か
ら
意
味
の

な
い
贈
答
や
派
手
な
の
み
食
い

な
ど
ム
ダ
な
消
費
が
か
さ
み
が！

庭
の
迎
え
を
た
の
む
の
も
よ
い

方
法
で
す
。
と
く
に
一
人
で
は

た
と
え
、
な
れ
た
道
で
あ
っ
て

も
暗
が
り
を
さ
け
、
な
る
べ
く

人
通
り
の
多
い
明
る
い
道
を
選

ぶ
こ
と
、
も
し
後
を
つ
け
ら
れ

た
り
し
て
不
安
な
場
合
は
も
よ

り
の
交
番
に
連
絡
す
る
か
近
く

の
民
家
に
か
け
こ
む
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

②
見
知
ら
ぬ
異
性
か
ら
、
な

れ
な
れ
し
く
話
し
か
け
ら
れ
た

り
へ
電
車
や
映
画
館
の
中
な
ど

で
混
雑
に
ま
ぎ
れ
て
わ
ざ
わ
ざ

接
近
し
て
く
る
人
が
あ
る
場
合

は
十
分
注
意
し
、
ま
た
万
一
つ

き
ま
と
わ
れ
た
り
し
た
と
き
は

警
察
官
に
連
絡
す
る
こ
と
。

③
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン
プ
場

等
で
異
性
に
対
す
る
悪
質
な
い

た
ず
ら
が
、
こ
こ
二
、
三
年
の

間
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い

④
刺
げ
き
的
な
薄
い
服
装
は

な
る
べ
く
さ
け
る
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

ち
で
す
。
明
る
い
社
会
の
生
活

の
確
立
の
た
め
に
、
家
族
全
員

で
、
婦
人
会
、
青
年
団
で
、
あ

る
い
は
部
落
全
体
で
話
し
合
い

虚
礼
は
廃
止
い
た
し
ま
し
ょ
う

○
子
ど
も
の
水
泳
に
関
心
を

水
泳
は
危
い
か
ら
と
い
つ
‘
て

禁
止
す
る
だ
け
で
は
か
え
っ
て

子
ど
も
に
秘
密
の
行
動
を
と
ら

せ
る
こ
と
に
な
っ
て
危
険
で
す

と
き
に
は
親
が
一
緒
に
な
っ
て

子
ど
も
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
て

や
る
一
」
と
が
必
要
で
す
。
年
上

四
日

六
日

八
日

九
日

一
五
日

二
○
日

二
四
日

移動の時は住民登録

’
八
月
の
こ
よ
み
ｌ

土
用
の
丑
二
七
日
旧
ぼ
ん

広
烏
原
爆
記
念
日

立
秋
○
楠
林
地
の
下
草
刈

長
崎
原
爆
記
念
日
○
家
畜
カ
ブ
、
の
播
種

終
戦
記
念
日
（
一
○
秋
ね
ぎ
の
收
溌

三
周
年
）
○
秋
暦
菜
の
播
種
開
聡

已
巳
○
鶏
舎
の
消
毒

処
署

の
子
ど
も
と
一
締
だ
か
ら
と
い

５
安
心
は
禁
物
で
す
。

○
ひ
る
ね
の
注
意

日
が
長
く
な
る
と
、
と
か
く

寝
不
足
に
な
り
、
体
力
の
消
も

５
が
ひ
ど
い
の
で
、
幼
児
は
も

ち
ろ
ん
、
体
の
弱
い
人
は
大
人

で
も
聲
食
後
一
’
二
時
間
の
ひ

る
ね
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
ひ
る
池
の
際
は
ね
び
え
し
な

い
よ
う
、
ま
た
ね
す
ぎ
て
夜
の

睡
眠
を
さ
ま
た
げ
ぬ
よ
う
注
意

し
ま
し
よ
り
。
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